
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1．営業・輸送概況 

 

【運輸取扱収入（速報値）】 

収入ですが、５月はコロナ前の２０１９年比で９０．５％、６月は７日までの１週間分で８３．０％です。 

 

 

【新幹線・在来線特急・近畿圏のご利用状況（速報値）】 

次に、ご利用状況は、山陽新幹線は、５月が２０１９年比で８７％、６月が７日までで８２％。近畿圏は、

５月が１０１％、６月が７日までで９５％です。 

５月は、ゴールデンウィークのご利用が好調だったことやコロナウイルス感染症の「５類」への分類変更

もあり、回復トレンドが続いております。 

一方で、今年は平年より梅雨入りが早く、また台風２号の接近による運休等もあり、６月上旬はやや弱い

状況になっています。 
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２. 画像解析AI を用いた視線解析による運転士養成の実施 

【「リスクを想定した先を読む運転」の重要性を教育】 

当社はこれまで、「Ｇ７広島サミット開催時のＡＩカメラによる警戒警備」や「ＡＩ車両側面カメラによ

るホーム安全の取り組み」など、様々な場面で、ＡＩ技術を活用したシステム開発をしてまいりました。 

このたび、運転士の新規養成課程において、自社開発した画像解析ＡＩを活用して、一部の教育を開始し

ました。 

当社では、新規に運転士を養成する講習課程において、運転士として必要な心構えや知識、技能を習得さ

せる中で、従来から、目線や視点の動きといった「視線挙動」に関する教育も取り入れています。 

これまで、運転シミュレータによる技能訓練時に、視線を追跡できる「アイトラッカー」というデバイス

を装着し、「視線挙動」を確認してきました。 

しかしこれまで、視線の状態を解析し、講習生へフィードバックするまでに、社外へ解析を依頼していた

ため１ヶ月程度の時間を要していたことから、訓練時の感覚や記憶が鮮明な状態のうちに、よりタイムリー

に振り返り教育を行うことによって、教育効果を上げるという課題がありました。 

 



【画像解析 AI を用いた視線解析】 

このたび、「アイトラッカー」の映像データと、当社データサイエンティストが開発した画像解析ＡＩを

組み合わせることにより、「視線挙動」の測定から解析、フィードバックまでを、大幅に、高速・高精度で

運用することが可能になりました。 

この技術は、運転士の視線対象となる、信号機や手元の計測機器、視線の方向など、さまざまな対象物を

ＡＩが学習し、講習生の実際の視線と結び付けて、定量的に自動で解析し、客観的データとして、タイムリ

ーに可視化するものです。 

このような、自社開発ＡＩを活用した視線解析は、鉄道業界では珍しいのではないかと思います。 

これにより、シミュレータ訓練を行ったその場で、すぐに自らの「視線挙動」の状態を振り返ることがで

きるようになります。また、ベテラン運転士の「視線挙動」との差異を客観的に比較して、自ら気付きを得

ることもできます。 

 

 

【視線挙動の解析・フィードバック（イメージ）】 

「ＪＲ西日本グループ鉄道安全考動計画２０２７」にも掲げる、「人の特性（いわゆるヒューマンファ 

クター）を考慮した、科学的・技術的な安全対策」の実践として、さらなる教育効果の向上が図られること

を期待しています。 

なお、実際に訓練を実施した講習生からは、「自分とベテラン運転士の視線を比較して、すぐに振り返る

ことができ、目指すべき姿が分かった。」などと、その効果を実感する感想も多く、ムダのない適切な「視

線挙動」で、「リスクを想定した先を読む運転」を効果的に習得する一助となっているのではないかと考え

ています。 

また、今後は、車両や設備のメンテナンス分野における教育場面などへの展開も、検討してまいりたいと

考えています。 

 

 

 

 

 



 

 

 

３.バリアフリー設備の整備計画と緊急時における列車からの避難方法のお知らせ 

 

【ホーム柵、ホーム安全スクリーンの整備】 

「ホーム柵」や「ホーム安全スクリーン」の整備については、「ＪＲ西日本グループ鉄道安全考動計画２

０２７」において、到達目標として掲げる整備率に向けて、着実に進め、ホームの安全性向上をさらに図っ

ているところです。 

今年の４月１日より、京阪神地区の対象エリアにおいて、ホーム柵などバリアフリー設備の整備促進を目

的とした「鉄道駅バリアフリー料金制度」が施行され、その制度を活用し、整備の加速化を図っております。 

 

 

 

 



【2027年度末時点で25駅 78番線に整備予定】 

まず、「ホーム柵」については、２０２７年度末時点で、弁天町駅・京都駅・吹田駅など、２５駅７８番

線への整備完了を目指します。すでに昨年度までに、１５駅４１番線の整備が完了しておりますが、今年度

から２０２７年度までの５年間で、さらに１６駅３７番線を整備する計画です。 

 

【2027年度末時点で84駅 245番線に整備予定】 

次は、「ホーム安全スクリーン」です。 

２０２７年度末時点で、８４駅２４５番線への整備完了を目指します。すでに昨年度までに、３駅８番線

の整備が完了し、さらに今年度と来年度の２年間で、２７駅８５番線を整備する計画です。 

また、その後、２０２５年度から２０２７年度の３年間についても、現在、整備計画の詳細、具体的な駅

等を検討しているところです。 

「ホーム柵」と「ホーム安全スクリーン」の整備を着実に実施し、より安全・安心してご利用いただける

ように、取り組んでまいります。 

 



【緊急時における列車からの避難方法のお知らせ】 

２０２１年に発生した首都圏での傷害事件など、列車内でお客様の安全を脅かす事件が相次ぎました。 

緊急時に、お客様に安全に避難いただくため、京阪神地区の「ホーム柵」について、「非常開ボタン」の

サインを統一し、改めて設置いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、これに加え、緊急時の「ホーム柵」の開閉方法や避難方法について、お知らせする動画を製作しま

した。 

７月頃から、駅や列車内のビジョンでも放映することとしており、ご利用のお客様に、周知させていただ

きたいと考えております。 

 

 

 

 

 



 

４. アフターコロナにおける夏の観光施策等について 

 

【「ナツノレイル旅」～“鉄道の旅”ならではの価値の提供～】 

コロナの５類移行後、初めての夏を迎えるにあたり、「ナツノレイル旅」と銘打ちまして、Ｚ世代や、フ

ァミリー層のご利用を後押しするプロモーションを展開し、「鉄道の旅」ならではの価値を提供してまいり

ます。 

特に、Ｚ世代に向けては、Ｚ世代向け情報発信プラットフォーム「アオタビ」の活用により、若者の旅行

機運を醸成するとともに、「サイコロきっぷ 第５弾」や、当社初の試みである「新幹線車内で楽しむ謎解

きキット」を展開いたします。具体的な内容につきましては、決まり次第、また改めて、お知らせさせてい

ただきます。 

また、今年の夏休みも、ファミリー向けの、「『お子様１，０００円』ファミリーきっぷ」の発売を予定し

ております。 

そのほか、インバウンドについては、西日本エリアの各地域と連携し、旅の目的となる観光コンテンツと

鉄道を組み合わせた商品化や、販促プロモーションを行うことで、西日本エリア全体へのさらなる誘客促進

を図っていきます。 

また、３月のうめきた開業で関西空港から都市部へのアクセスがさらに便利になった特急「はるか」の訴

求、そしてＱＲを活用してよりスムーズにご利用いただく取り組みを行っております。 

また、来月、７月から開催する「兵庫デスティネーションキャンペーン」をはじめ、「Ｇ７広島サミット」

で首脳の皆様が訪れた「宮島」や、その際にご乗船いただき話題となった観光型高速クルーズ船「シースピ

カ」などを活かした誘客、「岡山アフターＤＣ」など、地域と連携した取り組みも進めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



【法人・個人のお客様への取り組み】 

鉄道のご利用による脱炭素の取り組みとして、法人向けに、出張移動で排出される CO２量を試算し、オ

フセットする「カーボンオフセットプログラム」を新しく試行いたします。 

また、個人向けには、山陽新幹線をご利用されるＷＥＳＴＥＲ会員のお客様に、「ＷＥＳＴＥＲポイント

を還元するキャンペーン」を実施しております。 

加えて、今後、ビジネス利用のお客様が、法人出張サイトからご予約いただくことで、「ＷＥＳＴＥＲポイ

ント」を獲得できるキャンペーンも試行いたします。 

新しい中期経営計画にも掲げる「地球環境保護」や「デジタル戦略」にも立脚し、地域の皆様とも連携し

て、アフターコロナの新たな移動の価値を創出し、これからも、地域の振興に貢献するとともに、鉄道の再

活性化を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


